
も
皆
な
そ
れ
で
、
此
等
の
諸
君
あ
る
が
為
め
に
、
撰
科
の
歴
史
は
何
時
迄
も

燦
た
る
光
輝
を
放
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
貼
か
ら
云
へ
ば
、
肝
腎
の
本
科

は
寧
ろ
顔
色
な
し
で
、
今
日
専
門
美
術
家
と
し
て
祉
會
に
重
き
を
な
し
て
居

る
人
は
、
宜
際
蓼
々
た
る
も
の
だ
。

こ
れ
と
云
ふ
の
も
、
従
来
の
本
科
生
に
到
す
る
教
育
な
る
も
の
が
、
専
門

の
美
術
家
を
作
る
と
同
時
に
、
ま
た
一
面
中
等
學
校
の
圏
畳
敦
員
た
る
の
資

格
を
具
備
さ
せ
る
べ
く
企
圏
し
て
居
た
か
ら
、
自
然
斯
く
の
如
き
結
果
を
呈

し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

併
し
乍
ら
、
昨
年
の
六
月
、
文
部
省
令
第
十
八
琥
に
於
て
新
に
圏
聾
師
範

科
加
設
の
事
が
焚
表
さ
れ
た
の
で
、
中
等
學
校
の
赦
員
は
一
に
こ
の
科
の
獨

占
と
な
っ
た
。
さ
れ
ば
今
後
の
本
科
生
は
、
従
来
の
撰
科
の
特
色
を
其
儘
醸

受
け
て
、
多
く
の
専
門
美
術
家
を
出
す
こ
と
だ
ら
う
。
同
時
に
、
學
校
の
方

で
も
、
従
来
の
方
針
を
多
少
改
め
る
慮
あ
り
、
日
本
甕
洋
霊
雨
科
に
於
け
る

撰
科
生
の
新
募
集
は
、
今
後
或
は
行
は
れ
ず
に
終
る
か
も
知
れ
な
い
。
現
に

今
年
の
洋
聾
科
一
年
に
は
、
撰
科
生
を
保
有
し
て
居
ら
ぬ
。
今
後
、
若
し
撰

科
生
の
募
集
が
あ
っ
た
ら
、
其
敷
は
洵
に
僅
少
な
る
も
の
で
あ
る
だ
ら
う
。

〔
毎
年
力

〕

入
學
期
は
多
く
の
場
合
年
の
九
月
で
、
試
瞼
は
、
夏
季
休
暇
前
に
行
は
れ
る

の
を
例
と
し
て
居
る
。
そ
し
て
、
募
集
の
廣
告
は
、
矢
張
官
報
紙
上
で
登
表

さ
れ
る
の
だ
。

最
後
に
、
吾
人
は
曾
て
黒
田
教
授
が
洋
畳
科
志
望
の
學
生
に
到
し
て
語
ら

れ
た
談
話
の
一
節
を
摘
出
し
て
、
結
末
の
言
に
更
へ
や
う
と
思
ふ
。
そ
れ
は

ー

員
正
の
美
術
は
員
似
や
氣
取
り
で
出
来
る
も
の
で
な
い
。
そ
れ
に
は
、

矢
張
正
裳
の
順
序
を
踏
ん
で
稽
古
を
な
し
、
正
嘗
に
費
す
べ
き
時
間
を
費
や

し
、
苦
み
も
し
、
而
も
天
賦
の
オ
あ
る
人
に
し
て
、
初
め
て
成
功
す
る
の
で

あ
る
。
さ
れ
ば
、
今
後
本
営
に
翰
甕
で
身
を
立
て
や
う
と
云
ふ
人
は
、

一
時

流
行
の
綸
端
書
や
、
雑
誌
の
口
箱
位
に
滴
足
せ
ず
、
急
か
ず
振
ら
ず
、
慎
面

目
な
稽
古
を
為
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
即
ち
、
籍
を
以
て
架
み
と
は
せ
ず
、
却
て

苦
し
み
と
す
る
程
の
登
悟
が
是
非
欲
し
い
の
で
あ
る
と
。
そ
の
所
謂
員
面
目

ー
ー
こ
れ
ぞ
慎
に
藝
術
家
の
モ
ッ
ト
ー
で
、
ま
た
生
命
で
あ
る
。
味
ふ
べ
き

文
字
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
『
中
学
世
界

・
学
事
顧
問
』
『
中
学
世
界
』
第
十
一
巻
第
八
号
。
博
文
館
臨
時
増
刊
ニ

十
一
。
明
治
四
十
一
年
六
月
）

フ
ェ
ノ
ロ
サ
死
去

一
九

0
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
九
月
二
十
一
日
、
ア
ー
ネ
ス
ト

•
F

・

フ
ェ

ノ
ロ
サ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
旅
行
中
ロ
ン
ド
ン
で
心
臓
発
作
に
よ
り
急
逝
し
た
。
五

十
五
歳
で
あ
っ
た
。
遺
骸
は

一
旦

ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ
ゲ
ー
ト
墓
地
に
葬
ら
れ
、

翌
四
十
二
年
に
三
井
寺
法
明
院
に
改
葬
さ
れ
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
死
去
の
報
道
は
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
七
日
の
『
東
京
朝
日

新
聞
』
の
外
電
に
よ
っ
て
齊
さ
れ
、
引
き
続
き
新
聞
や
雑
誌
に
関
係
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
が
、
特
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
関
係
の
深
い
本
校
で
は
『
東
京
美
術
学
校

校
友
会
月
報
』
第
七
巻
第
二
号
に
屋
代
欽
三
に
よ
る
左
記
の
追
悼
文
を
載
せ

こ。
キー

謹
み
て
弔
意
を
表
す

嗚

呼

フ

エ

ノ

ロ

サ

博

士

（

屍

江

稿

）

我
校
創
立
嘗
時
の
恩
師
と
し
て
、
叉
我
美
術
の
推
奨
者
鼓
吹
者
と
し
て
、
貢

〔
ロ
ン
ド
ン

〕

獣
せ
し
所
少
か
ら
ざ
り
し
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
は
、
先
頃
英
京
倫
敦
に
於
て
易
簑

⑤
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せ
ら
れ
た
る
の
報
道
に
接
す
。
吾
人
昔
日
の
効
績
を
思
ひ
、
殊
に
痛
惜
の
情

に
堪
へ
ざ
る
な
り
。
是
を
聞
く
、
氏
は
我
校
の
前
身
な
り
し
圏
甕
取
調
掛
の

設
け
ら
れ
し
頃
よ
り
、
其
一
員
と
な
り
て
盛
力
鮮
か
ら
ざ
り
し
が
、

明

治

〔二

十
〕

二
十
一
年
十
月
四
日
同
掛
を
麿
し
、
勅
令
を
以
て
更
に
我
東
京
美
術
學
校
を

設
け
ら
れ
、
越
て
明
治
二
十
二
年
二
月
、
東
壷
の
一
角
な
る
教
育
博
物
館
の

一
部
、
即
今
の
新
館
の
み
を
以
て
数
場
に
充
て
始
め
て
授
業
を
開
始
し
た
る

の
時
に
方
り
、
氏
は
本
職
を
―帝
國
大
學
に
奉
じ
た
り
し
が
、

〔
フ
ェ
ノ
ロ
サ

は
明
治
十
九
年
八
月
同
大
学
辞
任
。
|
|
_
編
者
註
〕
我
美
術
の
嗜
好
甚
だ
深

く
、
且
そ
の
鑑
識
に
長
ぜ
る
所
よ
り
、
我
校
に
も
ま
た
赦
鞭
を
執
り
、
審
美

學
の
講
座
を
擁
嘗
し
て
、
其
理
論
と
應
用
と
を
数
へ

、
色
彩
の
原
理
配
合
等

を
も
説
き
、
宜
技
に
も
た
づ
さ
わ
り
て
、
構
圏
の
法
を
授
け
、
諄
々
と
し
て

教
導
に
努
め
ら
れ
た
り
、
而
し
て
氏
は
邦
語
を
能
く
せ
ざ
り
し
を
以
て
、
多

く
は
時
の
幹
事
に
し
て
前
き
の
我
校
長
た
り
し
岡
倉
覺
三
氏
の
通
繹
に
因
り

て
授
業
せ
ら
れ
た
り
。
明
治
二
十
三
年
の
夏
に
至
り
、
雇
聘
の
期
滴
ち
て
将

に
米
國
に
蹄
ら
ん
と
す
る
や
、
本
校
職
員
は
其
別
れ
を
惜
み
、
氏
を
梅
川
棲

に
招
待
し
て
大
に
宴
を
張
り
、
其
行
を
壮
に
せ
り
と
。
氏
が
本
校
と
の
開
係

の
大
要
は
前
述
の
如
く
な
れ
ど
も
、
祉
會
に
於
け
る
氏
の
功
労
も
ま
た
大
な

る
も
の
あ
り
。
営
時
祉
會
の
状
態
は
、
西
洋
文
物
を
崇
拝
す
る
の
夢
未
だ
覺

め
ず
、
我
美
術
の
如
き
は
殆
ん
ど
顧
る
も
の
な
く
、
距
匠
の
筆
は
僅
少
の
金

に
て
賣
買
せ
ら
れ
、
寺
院
の
佛
像
は
隈
埃
と
同
視
せ
ら
る
。
氏
大
に
之
を
慨

し
、
足
跡
の
印
す
る
所
我
美
術
の
研
究
に
耽
り
て
寝
食
を
忘
れ
、
其
精
妙
を

推
奨
し
て
以
て
世
人
の
眠
り
を
警
醒
し
、
又
霊
家
に
遭
へ
ば
線
々
と
し
て
霊

論
を
上
下
し
て
、
西
洋
畳
の
手
法
と
鸞
論
の
應
用
を
説
け
り
。
故
に
今
の
男

爵
九
鬼
隆
一

、
岡
倉
登
一
二
雨
氏
と
共
に
、
奈
＿
艮
京
都
其
他
の
地
方
の
古
社
寺

に
於
け
る
美
術
上
の
調
査
研
究
の
た
め
に
出
張
し
た
る
こ
と
一
再
に
止
ま
ら

ず
、
到
る
と
こ
ろ
其
所
信
を
披
避
し
て
熱
心
に
我
美
術
の
特
種
の
所
長
を
賞

揚
し
、
保
存
復
輿
を
闘
る
の
途
を
唱
道
せ
ざ
る
な
し
、
邦
人
の
迷
夢
之
に
由

り
て
打
破
せ
ら
れ
た
る
、
我
美
術
の
盤
債
之
に
依
り
て
揚
り
た
る
、
其
功
績

塞
に
勘
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
吾
人
が
氏
を
稲
し
て
、
我
校
及
我
美
術
界
の

恩
師
功
績
者
と
な
す
、
溢
美
過
巻
の
辟
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
思
ふ
に
明
治
の

美
術
史
を
編
む
も
の
必
ず
や
ま
た
氏
の
功
績
を
没
せ
ざ
る
べ

し
。

氏
が
経
歴
は
、
左
に
記
す
る
所
に
依
り
て
其
一
班
を
窺
ふ
に
足
る
べ
き
も
の

あ
る
を
以
て
、
妓
に
筆
を
掴
き
、

謹
み
て
弔
意
を
表
す
。

同
誌
に
は
引
続
き
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
九
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
所
載

高
嶺
秀
夫
談
話
、
同
日
『
国
民
新
聞
』
に
お
け
る
狩
野
友
信
、
大
村
西
崖
の
談

話
を
ま
と
め
た
「
忘
れ
ら
れ
ぬ
人
」
、
同
年
同
月
二
十
八
日
同
紙
所
載
筆
者
不

明
記
事
「
明
治
美
術
界
の
恩
人
フ
ェ
ノ
ロ
サ
博
士
逝
く
」
が
引
用
さ
れ
て
い

る
。
引
用
の
際
に
文
章
と
史
実
の
誤
り
が
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ

来
日
の
年
や
本
校
へ
就
職
し
た
年
の
誤
り
な
ど
、
大
き
な
誤
り
が
な
お
看
過
さ

れ
て
お
り
、
や
は
り
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
本
校
に
於
い
て
も
過
去
の
人
に
な
っ
て
い

た
感
は
免
れ
な
い
。

同
年
十
月
四
日
、
金
子
堅
太
郎
、
浜
尾
新
、
高
嶺
秀
夫
、
河
瀕
秀
治
、
井
上

哲
次
郎
、
岡
倉
覚
三
、
和
田
垣
謙
―
-

i

、
嘉
納
治
五
郎
、
三
宅
雄
二
郎
、
有
賀
長

雄
、
小
林
文
七
ら
は
帝
国
大
学
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
追
悼
会
の
協
議
を
行
っ
た
。
そ

し
て
、
死
去
の
確
認
、
代
表
浜
尾
新
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
モ
ー
ス
博
士
宛
弔
電

発
送
、
仏
式
追
悼
会
の
計
画
が
な
さ
れ
、
井
上
、
岡
倉
、
有
賀
の
三
名
が
追
悼

会
幹
事
と
な
り
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
浮
世
絵
研
究
を
通
じ
て
親
し
く
し
て
い
た
小
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と゚

林
文
七
が
事
務
を
取
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
（
明
治
四
十

一
年
十
月
十
九
日
『
東
京
朝

日
新
聞
』
）
。

追
悼
会
は
同
年
十
一
月
二
十
九
日
に
上
野
の
寛
永
寺
で
行
わ
れ
た
。

美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
七
巻
第
四
号
（
同
年
十
二
月
）
は
こ
れ
に
関
し
て
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

『
東
京

〇
故
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
法
會

日
本
美
術
界
の
恩
人
と
し
て
其
名
を
知
ら
れ
た

る
、
米
國
人
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
が
倫
敦
に
於
て
客
死
せ
ら
れ
し
に
付
、
本
邦
に

於
け
る
知
己
相
謀
り
、
法
會
を
螢
む
の
計
霊
あ
る
由
は
嘗
て
報
ぜ
し
が
、
金

子
堅
太
郎
、
濱
尾
新
、
高
嶺
秀
夫
、
河
瀬
秀
治
其
他
諸
氏
の
顎
起
に
て
、
十

一
月
五
日
午
後
一
時
よ
り
、
帝
図
大
學
内
御
殿
に
於
て
有
志
の
協
議
會
を
開

き
、
左
の
諸
件
を
議
決
せ
り
。

一
来
る
廿
九
日
上
野
寛
永
寺
に
於
て
、
午
後
一
時
よ
り
法
會
を
螢
み
、
終

て
精
養
軒
に
於
て
會
食
し
菩
事
を
談
ず
る
こ
と
。

営
日
は
米
國
大
使
を
案
内
す
る
こ
と
、

―
フ
氏
の
議
論
文
章
等
美
術
に
開
せ
る
も
の
を
編
輯
し
て
出
版
す
る
こ

―
フ
氏
の
半
身
像
を
美
術
學
校
内
に
建
設
す
る
こ
と
。

―
フ
氏
未
亡
人
に
到
し
て
追
悼
文
を
贈
る
こ
と
。

因
に
フ
氏
の
法
會
を
寛
永
寺
に
於
て
螢
む
こ
と
4

な
り
し
は
、
氏
が
生
前
天

台
宗
に
蹄
依
し
て
信
徒
と
な
り
居
り
た
る
が
為
め
な
り
と
。

〇
フ
氏
の
追
悼
會
別
項
記
載
の
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
の
追
悼
會
は
、
十

一
月
廿

九
日
午
後

一
時
よ
り
、
上
野
寛
永
寺
に
於
い
て
催
ほ
さ
れ
た
る
が
、
束
會
者

は
何
れ
も
故
人
フ
氏
の
生
前
に
因
縁
深
き
人
々
に
て
、
有
賀
博
士
夫
妻
主
と

し
て
斡
旋
せ
ら
る
。
此
の
日
法
會
の
導
師
は
櫂
大
僧
正
救
護
榮
海
上

人
な

〔
敬
〕

り
。
フ
氏
が
生
前
天
台
宗
の
名
偕
櫻
井
慶
徳
師
に
就
て
、
諦
信
居
士
の
法
琥

を
受
け
た
る
ゆ
か
り
あ
る
事
と
て
、
参
詣
者
の
感
慨
を
深
う
せ
し
め
た
り

き
。
式
は
濱
尾
網
長
、
土
方
〔
久
元
〕
伯
の
弔
詞
、
参
詣
者
の
燒
香
に
終
り

た
る
が
、
生
前
知
己
の
米
國
婦
人
三
名
喪
服
を
つ
け
、
燒
香
し
て
打
沈
み
た

る
様
は
又
な
く
憐
を
添
へ
た
り
。
精
養
軒
に
て
の
追
悼
會
は
、
午
後
四
時
に

開
き
、
此
に
は
朝
野
名
士
敷
十
名
の
来
會
あ
り
。
井
上
博
士
の
挨
拶
あ
り
て

フ
氏
と
最
も
早
く
知
り
し
金
子
〔
堅
太
郎
〕
子
爵
の
追
懐
談
あ
り
。
其
中
に

〔
イ
ス

バ

ニ
ア
系
の
人
〕

〔

一
〕

い
ふ
〔
「
〕
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
は
本
来
イ
ス
バ
ニ
ア
人
で
、
明
治
十
二
年
の
秋

日
本
へ
来
ら
れ
ま
し
た
。
営
時
、
頻
り
に
書
齋
骨
葉
を
捻
く
つ
て
居
ら
れ
た

が
、
能
く
見
る
と
皆
贋
物
で
あ
っ
た
、
私
が
其
旨
を
話
す
と
、
氏
は
如
何
し

た
ら
日
本
盟
の
傑
作
が
見
ら
れ
る
か
と
言
は
れ
た
の
で
、
黒
田
侯
爵
家
に
御

願
し
て
、
狩
野
元
信
を
始
め
、
探
幽
、
應
畢
な
ど
の
幅
を
見
ま
し
た
の
が
、

抑
も
氏
が
日
本
霊
研
究
の
初
め
で
す
」
と
て
、
そ
れ
よ
り
ご
一
年
の
後
に
、

早
く
も
日
本
甕
の
通
に
な
っ
た
こ
と
を
話
さ
れ
、

〔
「
〕
フ
氏
が
雇
を
解
れ

て
國
に
締
る
時
、
私
に
一
尺
ば
か
り
の
容
積
あ
る
原
稿
を
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
之
は
日
本
美
術
史
の
原
稿
で
、
大
し
た
物
で
あ
り
ま
し
た
、
出
版
さ
れ

て
は
如
何
が
と
勧
め
る
と
、
否
ま
だ
／
＼
滴
足
が
出
来
ぬ
、
日
本
盟
の
本
源

は
支
那
か
ら
わ
た
つ
て
来
て
居
る
支
那
の
箱
も
充
分
研
究
し
な
い
と
あ
や

ふ
や
で
面
白
く
な
い
と
持
重
せ
ら
れ
た
が
、
終
に
公
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は

惜
い
事
で
す
」
と
述
べ

、

〔
「
〕
フ
氏
は
大
愛
な
日
本
姦
負
で
日
露
戦
争
中

も
、
米
國
の
各
地
方
に
招
か
れ
て
日
本
の
風
俗
人
情
を
話
さ
れ
た
、
就
中
最

も
妙
な
の
は
前
大
統
領
ル
ー
ズ
ウ
ヱ
ル
ト
氏
が
、
日
本
を
知
り
初
め
た
の

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

は
、
フ
氏
を
白
館
に
呼
ん
で
、
日
木
の
講
演
を
聞
い
た
の
が
抑
も
の
初
め
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で
、
此
時
日
本
人
の
希
望
の
雄
大
な
る
こ
と
と
、
氣
韻
の
高
尚
な
る
こ
と
を

知
り
、
爾
来
日
本
に
開
す
る
さ
ま
人
＼
の
書
籍
を
渉
撒
つ
て
、
箕
の
日
本
を

知
や
う
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
之
は
私
が
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
氏
か
ら
直
接
承
つ

た
も
の
で
す
、
フ
氏
が
倫
敦
客
舎
で
急
に
死
ん
だ
の
は
、
氏
が
日
本
美
術
史

を
完
う
す
る
為
、
支
那
の
組
甕
の
み
な
ら
ず
欧
洲
の
美
術
を
も
研
究
す
る
必

要
あ
る
よ
り
、
倫
敦
に
赴
き
た
る
折
も
折
、
不
幸
に
も
頓
死
し
た
る
な
り
。

〔
キ
ュ
ー
レ
ー
ク
ー
の
誤
り
c〕

氏
が
在
米
の
時
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
東
洋
部
長
と
な
り
、
叉
た
其
の
所
有

〔
ウ
ェ
ル
ド
に
買
上
げ
ら
れ
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
た
。〕

の
給
聾
は
五
十
六
萬
圃
に
て
買
ひ
上
げ
ら
れ
、
寧
ろ
有
福
に
暮
ら
し
た
る
位

〔
河
〕

な
り
し
〔
」
〕
と
の
金
子
子
爵
の
話
に
次
い
で
、
川
瀬
秀
治
氏
の
追
懐
談
あ

り
て
食
堂
を
開
き
、
有
賀
博
士
夫
妻
を
中
心
に
、
米
大
使
館
員
一
名
其
の
他

は
井
上
哲
次
郎
、
岡
倉
覺
三
、
朝
比
奈
知
泉
、
和
田
垣
鎌
一
―
-
、
高
嶺
秀
夫
、

其
の
他
五
十
餘
名
の
名
士
来
會
者
が
紀
念
帖
に
署
名
し
た
る
冊
子
と
、
追
悼

〔
メ
ア
リ
ー

・
〕

記
事
を
英
文
に
も
の
し
た
る
と
を
合
せ
て
、
フ
氏
の
未
亡
人
マ
リ
フ
ェ
ノ
ロ

サ
に
送
る
筈
な
り
と
。

岡
倉
覚
三
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
前
夫
人
リ
ジ
ー
に
書
き
送

っ
た
追
悼
文
と
参
会

者
リ
ス
ト
（
山
口
静
一
著
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
下
』
昭
和
五
十
七
年
。
三
省
堂
）
に
よ
る

と
、
追
悼
会
の
当
日
は
ほ
か
に
今
泉
雄
作
、
岡
不
崩
、
岡
崎

雪

声
、
狩

野

友

信
、
川
端
玉
章
、
桜
岡
三
四
郎
、
島
田
佳
突
、
下
村
観
山
、
白
井
雨
山
、
白
浜

徴
、
高
村
光
雲
、
竹
内
久
一

、
本
多
天
城
、
正
木
直
彦
、
溝
口
宗
文
、
六
角
紫

水
等
、
本
校
関
係
者
が
多
数
参
会
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

翌
四
十
二
年
九
月
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
遺
骨
は
三
井
寺
法
明
院
に
移
葬
さ
れ

た
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
左
の
文
書
（
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
正
木
直
彦

宛
書
簡
地
Ilー

3
゜
有
賀
長
雄
が
作
成
し
、
明
治
四
十
二
年
七
月
十
一
日
に
正
木
を
含

拝
啓
御
繁
忙
之
際
恐
入
候
へ
共
左
の
要
領
書
御
一
覧
の
上
来
る
廿
日
相
談
會

ヘ
御
出
席
被
下
候
へ
は
幸
甚
奉
存
候
也

一
、
昨
年
十
一
月
廿
九
日
寛
永
寺
に
於
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
先
生
追
悼
會
相
開
候

事
に
付
遺
族
へ
詳
細
報
告
し
窓
員
送
置
候
慮
在
モ
ビ
ル
未
亡
人
〔
メ
ア
リ

ー
〕
よ
り
は
有
賀
長
雄
宛
に
又
ボ
ス
ト
ン
家
族
〔
前
夫
人
リ
ジ
ー
、
娠
プ

レ
ン
ダ
等
〕
よ
り
は
金
子
〔
堅
太
郎
〕
子
爵
宛
に
懇
篤
な
る
證
朕
参
居
り

各
位
へ
も
博
逹
方
依
頼
有
之
候
事

二
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
未
亡
人
は
本
年
二
月
十
二
日
を
以
て
在
紐
育
山
中
商
店
員

林
愛
作
氏
に
書
簡
を
寄
せ
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
先
生
迫
憫
を
倫
敦
に
て
火
葬
の

上
遺
髪
を
日
本
に
送
り
先
生
生
前
の
希
望
に
因
り
三
井
寺
に
埋
葬
致
度
も

罷
費
等
不
如
意
に
付
可
然
周
旋
煩
度
儀
申
出
て
ら
れ
、
林
愛
作
氏
よ
り
水

野
領
事
を
経
て
右
の
趣
盆
田
孝
氏
へ
通
逹
有
之
候
に
付
盆
田
孝
氏
は
追
悼

會
畢
行
の
事
に
因
み
右
一
件
を
有
賀
長
雄
へ
移
さ
れ
た
り

三
、
其
後
本
年
五
月
中
林
愛
作
氏
蹄
朝
に
て
有
賀
長
雄
に
面
會
を
求
め
ら
れ

た
る
に
付
日
本
赤
十
字
祉
に
於
て
面
會
の
虞
左
の
事
情
判
明
せ
り

い
倫
敦
に
於
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
先
生
を
仮
埋
に
致
し
あ
る
墓
地
は
貧
民
を
埋

葬
す
る
虚
に
し
て
宜
に
悲
惨
な
る
状
態
故
是
非
と
も
何
と
か
致
度
事

＠
フ
ェ
ノ
ロ
サ
先
生
息
女
プ
レ
ソ
ダ
は
先
年
結
婚
の
慮
其
の
夫
は
失
敗
の

結
果
目
下
行
衛
不
明
の
不
幸
中
に
在
り
、
其
の
為
、
在
ボ
ス
ト
ソ
家
族

も
多
少
の
財
産
を
喪
ひ
た
る
形
跡
あ
る
事

り
在
モ
ビ
ル
未
亡
人
と
在
ボ
ス
ト
ソ
家
族
と
の
開
係
は
梢
融
和
し
先
生
逍

髪
を
モ
ビ
ル
に
葬
る
こ
と
も
、
ボ
ス
ト
ン
に
葬
る
こ
と
も
不
便
と
す
る

む
十
二
、
三
名
に
配
布
し
た
印
刷
物
）
に
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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事
情
あ
る
に
付
、
雙
方
と
も
日
本
に
埋
葬
を
望
む
に
於
て
一
致
せ
る
事

四
、
其
の
後
未
亡
人
よ
り
四
月
八
日
付
を
以
て
有
賀
長
雄
宛
に
束
信
に
て
同

一
事
件
を
先
生
生
前
の
知
己
諸
君
へ
懇
願
の
俵
依
頼
あ
り

五
、
因
て
有
賀
長
雄
は
倫
敦
に
於
け
る
火
葬
の
手
績
を
山
中
支
店
の
諸
君
に

依
頼
し
て
其
の
鰹
費
は
本
邦
有
志
家
よ
り
支
出
す
る
こ
と
4

し
、
其
の
費

額
取
調
方
依
頼
し
お
き
、

一
方
三
井
寺
の
は
自
分
に
て
調
査
す
る
こ
と
4

し
、
本
年
六
月
五
日
三
井
寺
に
至
り
管
長
直
林
敬
圃
阿
奢
利
に
面
會
の
慮

左
の
要
黙
確
定
せ
り

①
フ
ェ
ノ
ロ
サ
先
生
の
生
前
往
来
せ
ら
れ
た
る
は
三
井
寺
よ
り
少
し
く
隔

〔
院
〕

り
た
る
山
中
に
在
る
法
明
寺
に
て
先
生
に
授
戒
せ
ら
れ
た
る
櫻
井
敬
徳

阿
奢
利
は
同
寺
八
代
の
住
職
に
有
之
現
代
は
即
ち
直
林
敬
圃
阿
奢
利
に

て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
先
生
、
ビ
ゲ
ロ
ー
氏
等
と
別
懇
に
被
致
先
生
未
亡
人
は

同
師
に
付
受
戒
せ
ら
れ
た
る
事

＠
右
法
明
寺
の
庭
園
は
八
景
を
眼
下
に
観
て
天
下
の
勝
景
と
可
申
其
の
一

隅
に
墓
地
あ
り
、
先
生
か
永
眠
の
地
と
せ
ん
こ
と
を
笙
ま
れ
た
る
は
即

ち
此
の
慮
な
る
事

町
田
久
成
師
を
葬
り
叉
出
家
に
非
さ
る
人
と
し
て
は
森
弘
平
氏
を
葬
り

た
る
先
例
あ
る
に
付
フ
ェ
ノ
ロ
サ
先
生
の
為
に
も
一
隅
を
愛
割
す
べ
し

然
れ
ど
も
地
虞
を
賣
る
等
の
こ
と
は
出
来
す
維
持
費
さ
へ
あ
れ
ば
永

久
に
寺
に
て
世
話
す
べ
し
と
の
事

⇔
寺
に
附
濁
の
石
屋
に
墓
の
見
積
り
為
致
た
る
慮
最
も
節
約
す
れ
は
百
圃

に
て
出
来
す
へ
ぎ
に
付
諸
罷
費
と
も
二
百
圏
以
下
に
て
猜
し
、
別
に
金

百
圃
銀
行
預
け
に
し
て
其
利
子
を
永
久
維
持
費
に
充
つ
れ
は
事
足
る
ヘ

り
右
は
三
井
寺
の
侶
の
み
を
葬
る
場
所
な
れ
ど
、
既
に
寺
外
の
僧
と
し
て

六
、
山
中
商
店
用
務
の
為
渡
清
中
な
り
し
林
愛
作
氏
は
蹄
京
の
上
去
る
六
月

廿
八
日
有
賀
長
雄
を
訪
問
あ
り
、
倫
敦
の
方
は
二
十
五
榜
乃
至
三
十
膀
に

て
事
足
る
に
付
山
中
支
店
に
於
て
立
替
へ

、
火
葬
の
上
本
年
八
月
中
旬
ま

て
に
蹄
朝
の
同
店
員
富
田
熊
作
氏
遺
髪
持
蹄
り
の
筈
に
運
居
候
由
申
出
相

成
り
、
尚
又
同
日
盆
田
孝
氏
よ
り
も
倫
敦
に
於
け
る
火
葬
手
緻
萬
端
に
開

す
る
書
類
窯
し
送
逹
相
成
り
た
り

右
の
次
第
に
て
可
相
成
は
来
る
九
月
廿
一
日
先
生
一
周
忌
ま
て
に
墓
碑
完
成

致
度
、
其
の
統
費
に
追
悼
會
残
金
三
百
圃
轄
用
の
件
、
並
に
不
足
填
補
の
方

法
等
御
協
議
煩
度
候
間
来
廿
日
午
後
正
二
時
本
郷
―帝
國
大
學
内
山
上
奮
御
殿

ヘ
御
来
車
の
程
偏
に
奉
願
上
候
頓
首

（
イ
ロ
ハ
順
）
井

七
月
十
一
日

法
明
院
へ
の
埋
葬
の
た
め
、
帝
国
大
学
は
四
百
円
を
、
本
校
は
二
百
円
を
寄

附
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
有
賀
長
雄
は
、

「
其
後
濱
尾
穂
長
、
正
木
校
長
の
御
盛
力
に
依
つ
て
名
義
は
、
美
術
學
校
の

分
は故
フ
ェ
ノ
ロ
サ
教
授
ノ
本
邦
美
術
復
興
二
開
ス
ル
事
蹟
調
査
並
二
論
説
蒐

集
方
及
御
委
嘘
候
慮
今
般
右
二
閥
ス
ル
報
告
書
御
提
出
二
付
手
営
ト
シ
テ

き
事

有

賀

長

雄

正

木

直

彦

岡

倉
上

哲
次
郎

覺
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ヽ
金
煎
百
圃
贈
呈
候
也

と
あ
り
ま
し
て
二
百
円
、
大
学
の
方
か
ら
は
四
百
円
を
贈
与
せ
ら
る
4

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。」

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
九
巻
第
六
号
。
フ

ェ
ノ
ロ
サ
氏
記
念

号
。
大
正
九
年
十
月
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
報
告
書
」
は
現
在
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
教
授
遺
稿
井
二
事
蹟
調
査
書
」
四
冊
を
さ
す
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
東
京
美
術
学
校
文
庫
の
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
の
は
明
治

四
十
五
年
で
、
納
入
者
は
不
明
。
価
格
十
円
と
算
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
身

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
フ
エ
ノ
ロ
サ
教
授
美
術
に
関
す
る
演
説
筆
記
」

〔大
日
本
〕

0
「
日
本
画
の
将
来
（
日
本
美
術
新
報
第
十
九
号
及
第
二
十
一
号
所
載

有
賀
長
雄
君
筆
記
）
」

〔大
日
本
〕

0
第
二
回
鑑
画
会
演
説
（
日
本
美
術
新
報
第
三
十
号
三
十
一
号
―
―
―
十
三
号

会
員
某
筆
記
）
」

〔大

0
「
日
本
美
術
工
芸
は
果
し
て
欧
米
の
需
用
に
適
す
る
や
否
や
（
日

日
本
〕
本
美
術
新
報
第
四
十
三
号
及
四
十
四
、
四
十
五
号
所
載
津
田
道
太
郎
訳
）
」

〔
大
日
本
〕

〇
「
鑑
画
会
に
於
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
の
演
説
（
日
本
美
術
新
報
第
四
十

九
号
所
載
）
」

〔
以
上
は
『
大
日
本
美
術
新
報
』
所
載
フ
ェ
ノ
ロ
サ
演
説
和
訳
を
原
稿
用

紙
に
毛
筆
で
書
き
写
し
た
も
の
。
〕

0
「フ

ニ
ノ
ロ
サ
氏
演
説
大
意
」

所
載

回
忌
法
要
が
営
ま
れ
、

翌
十
年
、

E

弓
c
h
s
o
f
 
C
h
i
n
e
s
e
 a
n
d
 J
a
p
a
n
e
s
e
 

（
原
は

そ
の
後
、
同
四
十
三
年
に
未
亡
人
に
よ
り
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ
ゲ
ー
ト
墓
地
に

〔明
治
四
十
二
年
十
月
有
賀
長
雄
著
。
印
刷
物
〕

四、

「
玄
智
院
明
徹
諦
信
居
士

、
「
T
h
e
E
a
s
t
e
n
 Q
u
e
s
t
i
o
n」

二、

〔『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
第
百
九
号
所
載
「
演
説
大
意
」
を
原
稿
用

紙
に
毛
筆
で
書
き
写
し
た
も
の
。
そ
の
際
送
り
仮
名
の
片
仮
名
は
平
仮

名
に
直
さ
れ
、
文
章
の
脱
落
が
生
じ
た
。
〕

「
美
術
真
説
」
〔
明
治
十
五
年
龍
池
会
発
行
『
美
術
真
説
』
を
無
罫
紙
に
毛
筆
で
書
き

写
し
た
も
の
。
〕

〔
一
九

0
四
年
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
に
於
け
る
講
演
の
筆
記
を
ク
イ
プ
印
刷

し
た
も
の
。
末
尾
に

D
e
l
i
v
e
r
e
d

at 
t
h
e
 
C
h
u
r
c
h
 
of 
t
h
e
 
R
e
,
 

d
e
e
m
e
r
,
 
M
i
n
n
e
a
p
o
l
i
s
,
 Su
n
d
a
y
 e
v
e
n
i
n
g
,
 Fe
b
r
u
a
r
y
 7
,
 1
9
0
4
.
 R
e
,
 

p
o
r
t
e
d
 
b
y
 
W•M

. 

H
i
g
g
i
n
s
.

と
あ
る
。〕

米
國
人
フ
ニ
ノ
ロ
サ
先
生
略
伝
（
未
定
稿
）
」

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、
同
四
十
五
年
に
同
じ
く
未
亡
人
に
よ
り

遣
稿
が

E

弓
c
h
s
o
f
 
C
h
i
n
e
s
e
 
a
n
d
 J
a
p
a
n
e
s
e
 A
r
t
,
 2
 v
o
l
s
.
と
し
て
ロ
ン

ド
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
さ
れ
、
翌
年
仏
文
抄
訳
と
独
文
完
訳
が
出
版
さ

れ
た
。
独
文
版
は
ミ
ル
ケ

(
F
.
M
i
l
c
k
e
)
と
原
震
吉
の
共
訳
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ッ
留
学
《
医
学
》
中
ハ
ン
プ
ル
グ
美
術
工
芸
館
員
と
な
り
、
の
ち
に
同
館
東
洋
部

主
任
と
な
っ
た
人
で
、
金
工
史
の
研
究
家
で
あ
る
。
原
安
民
の
親
友
で
、
本
学
芸
術
資

料
館
所
蔵
原
安
民
資
料
中
に
震
吉
の
ド
イ
ツ
よ
り
の
書
簡
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。）
大

正
九
年
に
至
り
フ
ェ
ノ
ロ
サ
記
念
碑
が
東
京
美
術
学
校
内
に
建
て
ら
れ
、
十
三

435 第 8節 明治 41年



A
r
t
の
有
賀
長
雄
に
よ
る
訳
稿
が
『
東
亜
美
術
史
網
』

氏
記
念
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

と
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ

⑥

日
本
画
科
の
改
革

明
治
四
十
一
年
八
月
二
十
九
日
、
日
本
画
科
で
は
教
授
の
荒
木
寛
畝
と
下
村

観
山
が
辞
職
し
、
小
堀
鞘
音
が
教
授
に
、
松
岡
映
丘
が
助
教
に
な
り
、
次
い
で

九
月
十
六
日
付
で
福
井
江
亭
が
教
授
と
な
っ
た
。
靭
音
は
か
つ
て
日
本
青
年
絵

画
協
会
や
日
本
絵
画
協
会
で
活
躍
し
、
本
校
助
教
授
と
な
り
、
明
治
三
十
一
年

辞
職
し
て
日
本
美
術
院
に
加
わ
っ
た
が
暫
く
し
て
院
を
離
れ
、
こ
の
当
時
は
日

本
美
術
協
会
で
活
躍
し
て
い
た
。
歴
史
画
を
本
領
と
し
、
有
職
故
実
に
精
通
し

て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。
江
亭
は
川
端
玉
章
門
下
。
日
本
青
年
絵
画
協

会
、
日
本
絵
画
協
会
、
日
本
画
会
、
元
声
会
な
ど
に
加
わ
っ
て
作
家
活
動
を
続

け
、
三
十
六
年
以
降
愛
知
県
立
工
業
学
校
教
諭
の
職
に
あ
っ
た
。
玉
章
の
信
任

厚
く
、
病
気
勝
ち
の
玉
章
を
助
け
る
と
い
う
条
件
で
起
用
さ
れ
た
。
映
丘
は
本

校
日
本
画
科
の
卒
業
生
。
鞘
音
に
師
事
し
、
大
和
絵
復
興
を
め
ざ
し
て
研
鑽
を

続
け
て
い
た
。
な
お
、
そ
れ
ま
で
日
本
画
科
の
助
教
授
で
あ
っ
た
鶴
田
機
水
は

こ
れ
よ
り
図
画
師
範
科
の
日
本
画
担
任
と
な
っ
た
。

教
授
陣
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
正
木
校
長
は
同
科
の
教
育
方
法
を
改
正
し
た
。

そ
の
概
要
は
「
東
京
美
術
学
校
近
事
」
（
似
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
附
記
す

れ
ば
、
こ
の
改
革
で
一
応
流
派
別
教
室
制
度
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
で
き
、
生

徒
は
一
年
生
か
ら
研
究
生
に
至
る
ま
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
教
室
に
所
属
し
て

一
貫
性
の
あ
る
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
教
室
（
玉
章
、
江
亭
）
四
条
派
を
主
体
と
す
る
。

第
二
教
室
（
広
業
、
素
明
）
狩
野
派
を
主
体
と
す
る
。

第
三
教
室
（
柄
音
、
映
丘
）
土
佐
派
を
主
体
と
す
る
。

そ
し
て
、
直
ち
に
教
室
分
け
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
、
第
一
教
室
十
七

名
、
第
二
教
室
五
十
二
名
、
第
三
教
室
三
十
七
名
と
な
っ
た
。
第
二
教
室
に
人

気
が
集
ま
っ
た
の
は
担
任
教
師
の
画
壇
で
の
活
躍
振
り
が
反
映
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
の
ち
に
文
展
で
映
丘
の
華
々

し
い
活
躍
が
始
ま
る
と
、
生
徒
は
素
明
派
と

映
丘
派
に
分
か
れ
て
勉
強
に
競
争
心
を
燃
や
す
こ
と
に
な
る
。

退
職
し
た
教
授
の
う
ち
、
寛
畝
は
す
で
に
以
前
か
ら
日
本
画
科
で
は
顧
問
格

に
退
い
て
い
た
が
、
観
山
の
場
合
は
辞
任
の
背
景
が
や
や
複
雑
で
あ
っ
た
。
彼

の
所
属
す
る
日
本
美
術
院
は
、
急
先
鋒
の
横
山
大
観
や
菱
田
春
草
ら
の
い
わ
ゆ

る
朦
朧
体
の
画
風
が
悪
評
を
蒙
っ
た
こ
と
や
、
他
の
有
力
会
員
が
次
第
に
院
を

離
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
明
治
三
十
六
年
頃
か
ら
急
速
に
衰
微
し
、
数
々
の

名
作
を
生
ん
だ
日
本
美
術
院

・
日
本
絵
画
協
会
聯
合
絵
画
共
進
会
も
同
年
十
月

の
第
十
五
回
を
最
後
に
廃
止
と
な
っ
た
。
院
の
統
卒
者
で
あ
る
岡
倉
覚
三
は
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
顧
問
と
な
っ
て
（
三
十
七
年
）
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
そ
の
間
に
院
は
負
債
を
重
ね
て
経
営
難
に
陥
っ
た
。
三
十
七
年
に
は

機
関
誌
『
日
本
美
術
』
に
編
集
者
の
塩
田
力
蔵
が
院
の
内
幕
を
暴
露
し
た
「
嗚

呼
日
本
醜
術
院
」
を
掲
げ
、
次
い
で
三
十
八
年
八
月
、
同
誌
第
七
十
九
号
発
行

後
、
そ
の
発
行
権
も
塩
田
個
人
に
譲
渡
さ
れ
た
（
そ
の
後
原
安
民
の
日
本
美
術
社

が
継
続
発
行
）
。
院
は
全
く
空
虚
に
等
し
い
も
の
と
な
り
、
た
だ
月
例
研
究
会
で

あ
る
二
十
日
会
の
み
が
細
々
と
活
動
を
続
け
る
（
三
十
九
年
五
月
ま
で
。）
と
い
っ

た
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
岡
倉
は
体
制
立
て
直
し
の
た
め
三
十
九
年
に
院
の

規
程
を
改
め
、
院
を
第
一
部
（
当
分
東
京
に
置
く
。
幹
理
横
山
大
観
）
と
第
二
部

（
奈
良
東
大
寺
勧
学
院
内
。
主
幹
新
納
忠
之
介
）
と
し
、
自
ら
は
あ
ら
た
め
て
院
の
主

幹
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
自
分
の
別
荘
の
あ
る
茨
城
県
の
五
浦
に
院
を
移
転
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